
日 時

場 所

 定例総会　要項

令和８年度

尾道市ＰＴＡ連合会

令和８年５月１６日（土）１３：３０

尾 道 国 際 ホ テ ル

すべては子どもたちの笑顔のために



   ま ち

　　　　　　　　　　　 　おとな

　　「おはようで始まる幸せな一日」

　　　☆☆朝のあいさつでみんな幸せな気分☆☆

　　「叱らずに　聞いてあげよう　子の気持ち」

　　　☆☆最後まであせらずに親もゆとりをもって耳をかたむけよう☆☆

　　「はきものを　そろえて心　ひきしまり」

　　　☆☆そろえてあると気持ちいいね・まずは家の玄関から☆☆

　　「十人十色　人と違って　当たり前」

　　　☆☆みんなといっしょじゃなきゃいけないの？☆☆

　　「見逃すな!!　大事なサイン　子の悩み」

　　　☆☆日々の様子、しっかり見てたらわかるかも？☆☆

　　「受け継ごう　日本の文化　礼儀やマナー」

　　　☆☆美しい日本の文化は大切にしましょう☆☆

　　「子育ては　叱るも誉めるも　親心」

　　　☆☆叱ることもほめることも、愛しているからよ☆☆

　　「ボタンかけ　も少し待とうと　深呼吸」　

　　　☆☆「早く！早く！」…禁句ですね☆☆

　　「夢いだき　子どもが見てるよ　大人の社会」

　　　☆☆子どもが夢をみれるような社会をつくろう☆☆

　　「子宝は　地域社会で　目を配る」

　　　☆☆子どもは地域の宝。市民みんなで見守り育てたいですね☆☆

ー市民総参加でこどもを守り、育てる地域宣言都市　尾道ー

尾道市民総参加　子育て親育ち１０ケ条

≪日本人の誇り≫

≪親の愛情≫

≪親の余裕≫

≪子どもからの

メッセージ≫

≪地域の役割≫

≪見 守 り≫

≪あいさつ≫

≪親の学び≫

≪日常生活≫

≪個　　性≫



１． 議事
①　令和７年度会務報告

②　令和７年度決算報告および監査報告について

③　令和８年度会長の任命について

④　令和８年度役員及び会計監査選出
　　　・会長 １名

　　　・副会長 8名

　　　・書記兼会計 ３名

　　　・会計監査 ２名

⑤　令和８年度会長所信・事業計画（案）について

⑥　令和８年度予算（案）の承認について

⑦　令和８年度事業日程・参加要請について

⑧　その他

２． 【資料】
１． 会則

２． 功労者規定

総　会　次　第



第１号議案　令和７年度会務報告

◎市P連関係
総会 5/17
年度末総会 3/13
実行委員会 5/7　11/26　3/4
正副会長会議 5/7　7/5　9/3　11/5　1/14　3/4　4/10 市P連事務局
執行役員会議 6/11  8/6　10/1　11/30  12/20 市P連事務局
会計監査 5/7 市P連事務局

◎市Ｐ連ＯＢ会

第３６回総会 11/28

◎広島県ＰＴＡ連合会関係

6/4
－

理事会 県P連事務局
評議員会 5/13
総会 6/4
広島県ＰＴＡ研究大会 11/29
県P輪島研修 11/1～11/2 輪島市

◎中国ブロックＰＴＡ関係

8/2

◎日本ＰＴＡ全国協議会関係

8/22～8/23

◎市P連親睦ソフトバレーボール大会（全７１チーム、７００名超の参加）
開催日 会場

優勝

準優勝

優勝

準優勝

優勝

準優勝

優勝

準優勝
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マジリーグ

しまなみ交流館大会議室

ＥＦブロック

ラビット

みなと中エンジョイＢ

みなと中エンジョイＡ

会長特別賞

もっちゅりん

　9月21日（日）

第73回日本PTA全国研究大会
石川大会

優勝 百花繚乱

大会成績
準優勝

石川県

柱稽古中

向島ガチ１

ガチくりっちゅ

ｔｅａｍ吉和

御調チーム月

　びんご運動公園　メインアリーナ・サブアリーナ

向島ガチ３

マジまんじ
ＡＢブロック

CDブロック

Powerfulくりっきーず　～なでしこ～

ガチリーグ

（１）令和７年度　会務報告

広島ロードビル

全小・中学校ＰＴＡ会長研修会

全小・中学校会員研修会

第55回日本PTA中国ブロック
研究大会　広島市大会

広島ガーデンパレス

広島グリーンアリーナ

市P連事務局

グリーンヒルホテル尾道

広島ガーデンパレス

―

広島ガーデンパレス

尾道国際ホテル

5/8　6/12　7/3　9/10　10/9　12/10　1/22　4/3

「バレーの刃」　～URASAKI再来

エンジョイリーグ ジョイリーグ

優勝

会長特別賞



◎ビバ！青春！！　学校へ泊まろう！２０２５　～真夏のキラキラ夢冒険！～
学校へ泊まろう！ 7/19～7/20
※小中学生１３２名、ボランティア７３名（高校生２４名、看護学生６名、保護者４３名）　運営役員１３名

◎その他
教育に関する要望書提出 7/25 市長・議長・教育長

◎他団体との連携
青少年健全育成尾道市民会議 尾道市社会福祉協議会 尾道市食育推進委員会
尾道市社会教育委員会議 尾道地区租税教育推進協議会 尾道市図書館協議会
みなと祭常任委員会・役員会 尾道市国際交流推進協議会 尾道市学校保健会
いじめ問題対策連絡協議会 尾道市囲碁のまちづくり推進協議会 社会を明るくする運動
尾道市立幼稚園PTA連絡協議会 放課後子どもプラン運営委員会 電子メディア対策委員会
尾道市明るい選挙推進協議会 尾道市公民館運営審議会 灯りまつり実行委員会
尾道市子ども・子育て会議 すこやか親子推進委員会 尾道市都市再生協議会
尾道市立小中学校における部活動の在り方に関する検討委員会 自殺対策推進委員会
各種団体と連携し、継続して活動を展開（年間約５０回の会議等あり）

4

原田芸術文化交流館



※本項は非公開といたします
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第２号議案　令和７年度決算報告および監査について

令和７年度歳入・歳出決算

（令和７年５月１日～令和８年４月３０日）



第４号議案　令和８年度役員及び会計監査選出について
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令和８年度 尾道市ＰＴＡ連合会 役員名簿
【本部役員 】

《会 長》工藤 孝之（高西中）

《副会長》筆 頭/梶矢 哲博（向東中） 総務部/竹田 昌美（三成小） 文教部/大瀬戸 亮一（尾道みなと中）

体育部/長谷部 栄太郎（浦崎小） 安全部/井上 智仁（吉和小） 広報部/川野 沙織（栗原中）

交流推進部/添田 文（御調中）・ 峯松 幸平（重井小）

《書記兼会計》児谷 宗一郎（日比崎中）・ 楠 健太（三幸小）・ 岡本 佳奈（高須小）

《監 査》檀上 信彦（浦崎中）・ 笹井 愛美（山波小）

【 執行役員 （各単位ＰＴＡ会長） 】

＜小学校（順不同）＞

《尾道みなと》大田垣 聖行 《栗原》三阪 大地 《吉和》井上 智仁 《山波》笹井 愛美 《日比崎》中谷 純也

《三成》高垣 将一 《美木原》後藤 沙也香 《高須》岡本 佳奈 《西藤》山脇 尚展 《浦崎》田頭 浩伸

《向東》鎰廣 徹 《栗原北》村上 さくら 《御調中央》野田 育美 《御調西》村東 孝通 《高見》井本 博己

《向島中央》勝島 明日香 《三幸》楠 健太 《因島南》廣康 千春 《因北》河野 元希 《重井》村上 慶彦

《瀬戸田》橋本 佑紀

＜中学校（順不同）＞

《尾道みなと》川上 真司 《栗原》細谷 崇 《吉和》吉岡 奈津希 《日比崎》児谷 宗一郎 《美木》畑 智美

《高西》工藤 孝之 《浦崎》檀上 泰晴 《百島》林 勝彦 《向東》藤本 博美 《御調》西原 伸

《向島》串崎 大輔 《因島南》坂本 浩善 《因北》箱崎 祐子 《重井》須山 裕美 《瀬戸田》前田 隆司

【顧問】

本村 勝信 浅井 友浩 吉居 伯武 檀上 朋宏 吉浦 史貴 村上 純平

【事務局】

《事務局長（教頭会)》 西浦 武 《事務局員》大工谷 純可

【各所関係】

《小学校校長会会長》豊田 浩矢 《公立中学校校長会会長》本安 公範

《教育委員会生涯学習課担当課長》村上 堅



第5号議案　令和８年度会長所信・事業計画（案）について
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令和８年度 尾道市ＰＴＡ連合会 会長所信
第２５代会長 工藤孝之

すべては子どもたちの笑顔のために
～子どもたちの「楽しい！」をもっと～

令和８年度、尾道市ＰＴＡ連合会の会長を拝命しました、工藤孝之と申します。

東京の大学にて舞台演劇を専攻している１９歳の娘と、カープとゲームが大好きな中学２年生の息子を子

に持つ、皆様と同じ一人の保護者です。

皆様と同じように、子どもたちを愛し、子どもたちの笑顔に喜び、子どもたちの未来を守っていきたい、そう

日々強く願いながら毎日の仕事やＰＴＡ活動をがんばっています。いや、子どもたちがいるからこそ、頑張

れているのかもしれません。

今年は市Ｐ連会長として、３年目を迎えることとなりました。

今年も「すべては子どもたちの笑顔のために」をいつのときも忘れずに、役員の仲間たちや保護者の皆さ

ん、先生たちとともに、楽しみながら活動していきたいと思っております。

私事ですが、初めての学校ＰＴＡ会長時代から数えると会長９年目を迎えます。（長い！）

この間、ＰＴＡってもっと楽しくあるべきじゃないの？もっと笑顔で活動できるようにあるべきじゃないの？と

思いながら、ＰＴＡの本来の存在意義である「子どもたちの笑顔と未来に繋がることを」「子どもたちが『楽し

い！』と喜ぶことを」と模索しながら、走り続けてきました。

小学校ＰＴＡでは「ＰＴＡ活動のボランティア制度化」「制服無償譲渡活動」「学校灯りまつり」「１５０周年記

念大花火打ち上げ」、などが実現することができ、全国表彰やテレビ、新聞など多くのメディアに特集してい

ただくことになりました。

また市Ｐ連では「星空映画祭」「学校へ泊まろう！」「劇団四季観劇バスツアー」「能登半島地震募金活動」

「ソフトバレー大会の子ども参加」などを実施し、おかげさまで尾道市内はもちろんのこと、県内でも多くのＰ

ＴＡの皆様に興味を持ってもらえることとなり、前向きに楽しく活動するＰＴＡさんが増えるのを実感していま

す。それが結果的にはその地で暮らす子どもたちの笑顔の花も咲いていることと信じております。

ＰＴＡは昨今、いろいろと後ろ向きなことを言われているかもしれませんが、そのほとんどが大人の都合、

大人の目線でのお話だと思っています。

では子どもたちにとってはどうなのか？必要なのか？と問われると、私の経験上、自信を持って、とても大

切で必要な組織であると言えると思っています。

理由を簡単にお伝えすると、ＰＴＡは、国・県・市の行政や教育委員会と唯一対等に話が出来る全国組織

の社会教育団体であるということ、だからこそ、保護者の声が直接届くという最大のメリットがあるということで

す。つまり自分たちの手で子どもたちの学校教育環境を守ることが出来るということです。

ここで誤解してはいけないのが、「どれだけ大切で必要な組織であっても、半強制的であったり、不必要な

活動であったりと『組織の運営の仕方』が間違っていれば、皆様にとって苦痛しか生まない組織になってし

まう」ということです。

役員の立場にあぐらをかいたり、運営の仕方を勘違いすることのないように、「純粋に子どもたちの幸せを

願いながら、子どもたちの笑顔に繋がるような活動を、先生、保護者の皆さんと協力し合って、楽しみながら

活動する。」尾道市Ｐ連はそんな組織で今年もいたいなと思っています。

そして、尾道市内もそんなＰＴＡがたくさんあればいいなと心から思っています。
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おかげ様で、尾道市ＰＴＡ連合会の役員さんたちは、本当に前向きで、いつも笑顔で、子どもたちを喜ば

せたい！と日々ハイテンションで駆け回ってくれています。

本当にかけがえのない仲間です。みんな、今年もよろしくね。

余談ですが、今年、私は市Ｐ連会長に加え、広島県ＰＴＡ連合会の会長も務める予定となっています。県

Ｐ連でも県内の児童生徒向けの１泊２日のワクワク体験事業を開催予定です。 今からめちゃくちゃ楽し

みです。

尾道でも、広島県でも、子どもたちの「楽しい！」をたくさん作れるように全身全霊全力の微力で駆け抜け

てまいります。私、止まりません。

今年もすべての判断は「それは子どもたちの未来の笑顔に繋がるか」を一番の判断基準とし、尾道市内７,

７２８人の子どもたちの「笑顔」と「楽しい！」をもっともっと引き出せるＰＴＡ活動を、皆様と輪になって実践し

ていきたいと思っています。

また、各学校やＰＴＡで頑張ってくださっている保護者の皆様や先生たちを少しでも力添えできるように、

「情報の共有」と「想いの共感」をさらに大切にし、お互いを尊敬し、支え合える組織づくりを継続して目指し

ていきます。

私、ＰＴＡ生活、残り２年となりました。なので全力で言います。

どうか、この１年間も市Ｐ連に巻き込まれてください。皆様の「ええよ！付き合ってあげるよ！」のお声をお

待ちしております。

そして、いつでも気軽に市Ｐ連の活動の場に遊びに来てください！私、工藤があめちゃんを持って待って

います！！

今年１年間、お付き合いの程、どうぞよろしくお願いいたします！

最後に

７,７２８人の大切な大切な子どもたち！

今年もおじちゃんと一緒にとことん楽しもう！！今から行くから待っててね！！



    



２．令和８年度　事業計画（案）

①「市民総参加で子どもを守り育てる地域（まち）宣言都市おのみち」の推進
・ 地域、学校、市教委との交流と連携
・ 市行事（尾道みなと祭、灯りまつり等）との連携
・ 子育て、教育に携わる諸団体との交流と連携
・ 「子育て親（おとな）育ち10ヶ条」普及活動の推進

②体育・交流・親睦事業
・ 研修会 【全体】 5/16
・ 市Ｐ連親睦ソフトバレーボール大会 【体育部】 9/22
・ ＰＴＡ会長研修会 【総務部】 12/12
・ 各種親睦事業の推進 【交流推進部】 5/16他
・ 「学校へ泊まろう！　２０２６」 【総務、安全、文教部】 7/18～7/19

③文教・研究事業
・ 星空映画祭　共催事業 【文教部】 随時
・ 第７４回日本ＰＴＡ全国研究大会奈良大会 8/21～8/22

④広報・安全事業
・ 「市Ｐ連だより」の発行（年２回） 【広報部】 1・3学期末
・ ホームページの更新 【広報部】 随時
・ 「こども１１０番」事業等、安全に関する事業の充実

【安全部】
・ 電子メディアへの取り組み 【安全部】

⑤その他
・ 教育諸条件の改善を推進
・ 「いじめ」「ひきこもり」」「不登校」「非行」「心身症」「発達障害」等の諸問題に対する取り組み

３．事業日程（案）

◎市Ｐ連関係
定例総会 5/16
正副会長会議 5/11  7/4　9/2　11/4　1/13　3/3　4/7
執行役員会（会長会） 6/17　8/5  10/14  12/12
年度末総会 3/12
実行委員会 5/11 11/25  3/3
ＰＴＡ会長意見交換会 12/12

◎市Ｐ連ＯＢ会
ＯＢ会総会 未定

◎県Ｐ連関係
総会 6/3
会長研修会 6/3
県Ｐ研究大会 12/5

◎中ブロ関係
中ブロ大会 開催なし

◎日Ｐ関係
全国大会 8/21～8/22

◎一般
教育に対する要望書提出 7月頃
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広島ガーデンパレス

－

奈良県

尾道市役所・教育会館

尾道国際ホテル

広島ガーデンパレス

未定

市P連事務局

広島ガーデンパレス

市P連事務局
未定

市P連事務局

未定



第６号議案　令和８年度予算（案）の承認について

令和８年度　歳入・歳出予算（案）

（令和８年５月１日～令和９年４月３０日）

※本項は非公開といたします
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（７）　令和８年度　事業日程ならびに参加要請の件

令和８年５月1６日現在

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

1 金 月 水 土 火 木 日 火 金 月 月 木 1

2 土 火 木 日 水 正副会長会議④ 金 月 水 土 火 火 金 2

3 日 水
県P連定例総会・
県P連会長研修会

金 月 木 土 火 木 日 水 執行役員会議⑤ 水
市Ｐ連実行委員会
③
正副会長会議⑦

土 3

4 月 木 土
キャンプ参加者説
明会/正副会長会議
③

火 金 日 水 正副会長会議⑤ 金 月 木 木 日 4

5 火 金 日 水 執行役員会議② 土 月 木 土 県P研究大会 火 金 金 月 5

6 水 土 月 木 日 火 金 日 水 土 土 火 6

7 木 日 火 金 月 水 土 月 木 日 日 水 新旧正副会長会議① 7

8 金 月 水 ソフトバレー代表者会議 土 火 木 日 火 金 月 月 木 8

9 土 火 木 日 水 金 月 水 土 火 火 金 9

10 日 水 金 月 木 土 　　県Ｐ研修事業 火 木 日 水 水 土 10

11 月
市P連実行委員会①
市Ｐ連正副会長会
議②

木 土 火 金 日 水 金 月 木 木 日 11

12 火 金 日 水 土 月 木 土
ＰＴＡ会長意見交換
会

火 金 金 市P連年度末総会 月 12

13 水 県P連評議員会 土 月 木 日 火 金 日 水 正副会長会議⑥ 土 土 火 13

14 木 日 火 金 月 水 執行役員会議③ 土 月 木 日 日 水 14

15 金 月 水 土 火 木 日 火 金 月 月 木 15

16 土 市P連定例総会 火 木 日 水 金 月 水 土 火 火 金 16

17 日 水 執行役員会議① 金 月 木 土 尾道灯りまつり（仮） 火 木 日 水 水 土 17

18 月 木 土 　　　　学校へ泊まろう！ 火 金 日 水 金 月 木 木 日 18

19 火 金 日 水
ソフトバレー抽選
会

土 月 木 土 火 金 金 月 19

20 水 土 月 木 日 火 金 日 水 土 土 火 20

21 木 日 火 金 　　日P奈良大会 月 水 土 月 木 日 日 水 21

22 金 月 水 土 火
市P連親睦ソフトバ
レーボール大会

木 日 火 金 月 月 木 22

23 土 火 木 日 水 金 月 水 土 火 火 金 23

24 日 水 金 月 木 土 火 木 日 水 水 土 24

25 月 木 土 火 金 日 水 実行委員会②（仮） 金 月 木 木 日 25

26 火 金 日 水 土 月 木 土 火 金 金 月 26

27 水 土 月 木 日 火 金 日 水 土 土 火 27

28 木 日 火 金 月 水 土 月 木 日 日 水 28

29 金 月 水 土 火 木 日 火 金 月 木 29

30 土 火 木 日 水 金 月 水 土 火 金 30

31 日 金 月 土 木 日 水 31

令和８年度市Ｐ連事業日程（案）
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主催区分 尾道市 日Ｐ 県Ｐ連

会員数
社会を明るくす
る運動（7/4）

日P全国大会
（8/21～8/22
奈良県）

県Ｐ連研究大会
（12/5　広島市）

1 尾道みなと小 235 1 1

2 栗原小 398 1 1

3 吉和小 153 1 1

4 山波小 207 1 1

5 日比崎小 367 1 1

6 三成小 235 1 1

7 美木原小 105 1 1

8 高須小 549 1 1

9 西藤小 202 1 1

10 浦崎小 84 1 1

11 向東小 292 1 1

12 栗原北小 146 1 1

13 御調中央小 114 1 1

14 御調西小 67 1 1

15 高見小 78 1 1

16 向島中央小 304 1 1

17 三幸小 63 1 1

18 因島南小 185 1 1

19 因北小 224 1 1

20 重井小 40 1 1

21 瀬戸田小 188 1 1

4,236 21 － 21

1 尾道みなと中 338 1 1

2 栗原中 335 1 1

3 吉和中 87 1 1

4 日比崎中 225 1 1

5 美木中 191 1 1

6 高西中 443 1 1

7 浦崎中 60 1 1

8 百島中 17 1 1

9 向東中 180 1 1

10 御調中 121 1 1

11 向島中 270 1 1

12 因島南中 142 1 1

13 因北中 172 1 1

14 重井中 10 1 1

15 瀬戸田中 150 1 1

2,741 15 ー 15

6,977 36 2 36
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令和８年度　市Ｐ連参加要請事業計画および参加要請人数（案）

小学校計

学校名

小・中合計

中学校計

尾
道
市
P
連
で
２
名



　　　尾道市ＰＴＡ連合会

第１条  この規定は、市Ｐ連が表彰する対象と、その申請並びに決定の手続きを定めるもので
ある。

第２条 被表彰者及び団体は次の各号の１つに該当するものとする。

１． 他の模範となるＰＴＡ活動を展開し、その成果を収めた単Ｐに対し、適当な
機会をとらえて表彰状と記念品をおくり表彰する。

２． 県Ｐ連役員及び評議員又は代議員で、ＰＴＡ発展のために貢献をした者に
対して、市Ｐ連として適当な機会をとらえて表彰状と記念品をおくり表彰する。

３． ＰＴＡ会長としてそのＰＴＡ活動に貢献し、退任した場合、総会において感謝
謝状をおくる。なお3年以上、小中学校を通して会長をし退任した場合は
市教育長に、また市Ｐ連役員を4年以上し退任した場合は市教育委員会に、
市P連会長を3年以上し退任した場合は市長にそれぞれ申請するものとする。

４．  その他表彰を必要とする事例が生じた場合は審議の上決定する。

第３条 県Ｐ連役員及び評議員又は代議員で、ＰＴＡ発展のために貢献をした者に対して、県Ｐ連
会長宛表彰状を申請するものとする。

第４条 市Ｐ連会長は、市Ｐ連役員会において慎重審議し被表彰者並びに団体を決定するものと
する。

付　則 この規定は昭和56年5月1日から実施する。

ＰＴＡ功労者表彰規定
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令和5年3月3日施行
（資料1）

第1章　　総則

第１条 本連合会は尾道市ＰＴＡ連合会と称する。
第２条 本連合会の加盟単位は市内における小中学校ＰＴＡ（育友会等之に準ずる）とする。
第３条 本連合会の事務局は、広島県尾道市東久保町20-14（おのみち生涯学習センター内）に置く。

第2章　　目的

第４条 本連合会は尾道市内各小中学校PTA相互間の連絡と協力をはかることにより、各単位PTA
の発展に寄与することを目的とする。

第3章　　執行役員会

第５条 本連合会は、その運営並びに企画立案のため、執行役員会を置く。
第６条 執行役員会には次の役員を置く。

１．尾道市PTA連合会会長（以下市P連会長）1名、尾道市PTA連合会副会長（以下、市P連
　　副会長）7名以上（内、筆頭副会長1名・部会担当副会長6名以上）、書記・会計若干名、
　　部会員（各単位PTA会長）。
２．市P連会長は役員資格者の中から選考委員会において選考し、年度末実行委員会で推
　　薦され、定例総会において承認を得る。
３．市P連副会長、書記、会計は役員資格者の中から選考委員会で選出し、定例総会におい
　　て承認を得る。書記、会計については他の役職との重任を妨げない。
４．部会員は各単位PTA会長が担い、市P連会長により各部会へ選出される。
５．役員の任期は1年とする。ただし、留任は妨げない。
６．役員に欠員を生じた場合は市P連会長が補欠を任命し、補欠役員の任期は前任者の残任
　　期間とする。

第７条 役員は尾道市内小中学校に児童生徒が在籍する会員であって、次の資格をもつ者から選任
するものとする。
１．単位PTA会長
２．母親代表
３．単位PTA会長または市P連役員の経験者
４．市P連会長が特に必要と認めた者

第８条 役員は定例総会において承認を得、総会終了後ただちに就任する。

第９条 役員の任務は次の通りとする。
１．市P連会長は会務を総括する。総会および実行委員会、並びに全ての集会を招集し、
　　議長となる。
２．市P連副会長は市P連会長を補佐し、市P連会長に事故があるときはその職務を代行する。
　　市P連副会長職務の細則は別に定める。
３．部会長は各部会を総括し、本会事業の円滑な運営を図る。
４．書記は各会議の議事を記録し、議事録を作成する。記録、通信その他の書類を保管する。
５．会計は事務局を補佐し、会計事務を処理する。予算の立案について協力する。
６．部会員は市P連会長、市P連副会長を補佐し、本会の円滑な運営のために協力する。

第１０条 執行役員会は本会の目的を達成するため、次の部会、及び特別部会を置く事ができる。
部会の細則は別に定める。
１．部会は、次のものを置く。
　　①総務部
　　②文教部
　　③体育部
　　④安全部

尾道市PTA連合会　会則
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　　⑤広報部
　　⑥交流推進部
２．上記各部の部会長は、副会長がこれを務めるものとする。

第１１条 執行役員会の業務執行を円滑に進めるために、次の会議を置く。
１．執行役員会議
２．正副会長会議
３．部会会議

第１２条 １．執行役員会議は、市P連会長、市P連副会長、書記、会計、部会員により構成し、本連合
　　会の運営に関する企画立案に関する審議を行う。
２．執行役員会議は、実行委員会開催前、その他必要に応じて市P連会長が召集し、議長を
　　務めるものとする。

第１３条
１．正副会長会議は、市P連会長、市P連副会長により構成し、執行役員会の企画立案に関
　　しての意見交換を行う。
２．正副会長会議は、必要に応じて、市P連会長がこれを招集し、市P連会長が議長を務める
　　ものとする。

第１４条 １．部会会議は、市P連会長、及び部会所属の市P連副会長（部会長）、役員により構成し、
　　各部会の運営、業務執行に関する企画立案、審議を行う。
２．部会会議は、必要に応じて、市P連会長、市P連副会長（部会長）がこれを招集し、議長は
　　副会長が務めるものとする。

第4章　　会計監査委員

第１５条 本連合会の経理を監査するために、2名以上の会計監査委員を置く。
第１６条 会計監査委員は、選考委員会の推薦により総会において選出され、総会終了後ただちに

就任する。
第１７条 会計監査委員はその年度の会計を監査する。
第１８条 会計監査委員は必要に応じて随時、会計監査を行う。
第１９条 会計監査委員の任期は1年とする。ただし、再任を妨げない。

第5章　　顧問

第２０条 本連合会の目的達成のため顧問を置く事ができる。
第２１条 顧問は市P連会長が委嘱し、本連合会の諮問にこたえる。
第２２条 顧問の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。

第6章　　事務局

第２３条 事務局長は市P連会長がこれを指名委嘱（原則として教頭会の会長）する。
その任務は次の通りとする。
１．事務局長は事務局を統括する。
２．定期総会において、会計監査委員の監査を経た決算報告をする。
３．事務局員は必要に応じ、諸連絡事項を正確に各加盟ＰＴＡへ伝達する。
４．事務局員は会計を補助し、経理の処理と、その収支を正確に記録する。

第7章　総　　　会

第２４条 本連合会は原則として毎年5月第3土曜日に定例総会、3月に年度末総会を開く。
総会は市P連会長が招集し議長となる。その他、必要に応じて市P連会長が臨時総会を
招集することができる。
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第２５条 総会は本会の執行役員、各小中学校校長、事務局並びに会計監査委員によって構成し、
その過半数（委任状を含む）以上の出席をもって成立する。また、決議は本会則に特段の
定めがない限り構成員の過半数によるものとする。

第２６条 総会の議事は次の通りとする。
１．定例総会
　　①前年度事業報告
　　②前年度決算報告・承認
　　③本年度事業計画（案）・承認
　　④本年度予算（案）・承認
　　⑤役員の承認
　　⑥会則の改正
　　⑦その他、実行委員会による決議・承認事項の承認
２．年度末総会
　　①会則の改正
　　②その他、実行委員会による決議・承認事項の承認

第8章　実行委員会

第２７条 本連合会は、総会開催前に実行委員会を開催し、総会に提出する議案、承認事項に関する
審議、承認、及び執行役員会の決定事項であり、本連合会の運営に関し特に重要な事項に
関しての審議、承認を行う。
１．実行委員会は市P連会長が招集し議長となる。
２．その他、必要に応じて市P連会長が臨時実行委員会を招集することができる。

第２８条 １．実行委員会は下記の者を以って構成する。
　　①市P連会長、副会長
　　②小学校校長会会長、副会長
　　③中学校校長会会長、副会長
２．実行委員会は構成員の過半数（委任状を含む）以上の出席を以って成立し、決議は構成
　　員の過半数によるものとする。ただし、上項①の議決権保有者は4名とする。

第9章　　選考委員会

第２９条 役員ならびに会計監査委員の選考は次のとおり行われる。
１．11名の委員からなる選考委員会を次の方法によって組織する。
　　退任執行役員の中から選考委員長を選出し、執行役員会の中から10名を選出する。
２．市Ｐ連会長候補者を年度末総会までに選考する。
３．役員候補者、並びに会計監査員を定例総会までに選考する。
４．候補者の選考は、選考委員会によってなされる場合も、その氏名を発表する前に候補者の
　　同意を得なければならない。

第10章　　　会費

第３０条 本会の経費は会費その他をもって支弁する。
第３１条 本会の会費は加盟単位PTAの5月1日現在の児童・生徒数に基づいて１人につき年額200円

の割合で算出する。
第３２条 本会の会費は6月末日までに徴収納付するものとする。
第３３条 本会の会計年度は5月1日に始まり、翌年4月30日に終わるものとする。

第11章　　会則

第３４条 会則の改正は総会において構成員（委任状を含む）の3分の2以上の賛成によってなすことが
できる。

令和5年3月3日施行
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第１条(細　則)
会則第10条にもとづき、本会の細則を定める。

第２条(部　会)
1．本会の目的を達成するため部会、及び特別部会を置く。
2.  特別部会は必要があるとき会長が招集する。

第３条(構　成)
1．部会の構成は次とする。
　　総務部、安全部、体育部、文教部、広報部、交流推進部。
2.特別部会は執行役員会の決議により構成する。

第４条(役　員)
1.  各部会にそれぞれ部会長1名、副部会長若干名、書記若干名を置く。
2.  部会長は市P連会長が委嘱する。副部会長、書記はそれぞれの部において選出する。

第５条(任　務)
1.  部会長はそれぞれの部を代表し、部会員を招集して議長となる。
2.  副部会長は部会長を補佐し、部会長に事故があるときはその職務を代行する。
3.  書記は会議を記録し、議事録を作成する。
4.　各部は協力して単位PTAの相互交流の推進、市P連親睦事業、収益事業を運営する。

第６条（職　務）　副会長の職務は次のようにする。
「筆頭」　会長の補佐。市Ｐ連各会議の運営。各事業の支援と調整。他団体との渉外。
「総務部」事務局の運営。予算立案。会議の議案作成。各行事における受付の運営。
　             各単Pの情報収集。相談窓口。
「文教部」3年ごとの尾道市教育フォーラムの担当。講演会、セミナーの企画立案と運営。
「体育部」親睦球技大会の担当。体育事業の企画立案と運営。
「安全部」こども110番事業の担当。児童・生徒の生活と安全に関する企画立案と運営。
「広報部」広報誌の作成。ホームページの管理。各事業の広報。
「交流推進部」会員の相互交流機会の企画立案と運営。研修・PTC・収益事業の運営。

第７条（慶　弔）　会員および児童、生徒、学校教職員の慶弔に対しては、次のとおり慶弔の意を表すものと
する。

1. 児童、生徒死亡の場合は、香典料5,000円、弔電。
2. PTA会員（学校教職員を含む）死亡の場合は、香典料5,000円、弔電。
3.  以上の規定の他、特別な慶弔の事情が生じた場合は、会長の権限で措置することが出来
　　る。

第８条　　本細則は総会において構成員の3分の2以上の賛成がなければ改正することができない。
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第４章　　改　　　　正

尾道市PTA連合会　　細則

第1章　　部　　　会

第２章　　副会長の職務

第３章          慶弔規定



ブロックの構成

尾道みなと中学校ブロック 尾道みなと中学校 尾道みなと小学校 山 波 小 学 校 【３校】

栗 原 中 学 校 ブ ロ ッ ク 栗 原 中 学 校 栗 原 小 学 校 栗 原 北 小 学 校 【３校】

吉 和 中 学 校 ブ ロ ッ ク 吉 和 中 学 校 吉 和 小 学 校 【２校】

日 比 崎 中 学 校 ブ ロ ッ ク 日 比 崎 中 学 校 日 比 崎 小 学 校 【２校】

美 木 中 学 校 ブ ロ ッ ク 美 木 中 学 校 三 成 小 学 校 美 木 原 小 学 校 【３校】

高 西 中 学 校 ブ ロ ッ ク 高 西 中 学 校 高 須 小 学 校 西 藤 小 学 校 【３校】

浦 崎 中 学 校 百 島 中 学 校 浦 崎 小 学 校

百 島 小 学 校

向 東 中 学 校 ブ ロ ッ ク 向 東 中 学 校 向 東 小 学 校 【２校】

御 調 中 学 校 ブ ロ ッ ク 御 調 中 学 校 御調中央小学校 御 調 西 小 学 校 【３校】

向 島 中 学 校 ブ ロ ッ ク 向 島 中 学 校 高 見 小 学 校 向島中央小学校

三 幸 小 学 校

因 島 南 中 学 校 因 北 中 学 校 重 井 中 学 校

因 島 南 小 学 校 因 北 小 学 校 重 井 小 学 校

瀬 戸 田 中 学 校 ブ ロ ッ ク 瀬 戸 田 中 学 校 瀬 戸 田 小 学 校 【２校】

協 賛 会 員 尾 道 中 学 校 【1校】
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【６校】

   別　　　表

 【４校（実質３校）】

【４校】

浦崎・百島中学校ブロック

因島南・因北・重井中学校ブロック


